
最近の主要な国際課税事案の
フォローアップ

は
じ
め
に

最
近
の
国
際
課
税
事
案
で
は

重
要
な
判
断
が
新
た
に
示
さ

れ
、
実
務
に
も
影
響
を
与
え
る

も
の
が
多
い
が
、
判
決
が
契
機

と
な
っ
て
更
な
る
論
点
が
惹
起

さ
れ
る
ケ
ー
ス
や
、
税
制
改
正

に
影
響
を
与
え
る
判
示
事
項
、

そ
の
後
の
関
連
す
る
裁
判
例
で

影
響
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る

判
決
等
様
々
で
あ
り
、
判
決
が

示
さ
れ
た
こ
と
で
「
終
わ
り
」

で
は
な
く
、
そ
の
後
の
動
き
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
も
重
要
と

考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
最

近
の
主
要
な
国
際
課
税
事
案
に

つ
い
て
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と

い
う
視
点
か
ら
考
察
し
て
い

る
。

1
�
米
国
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
Ｌ
Ｐ
Ｓ
事
件

（
最
判
平
成
27
年
7
月
17
日
）

米
国
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
リ
ミ

テ
ッ
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
か
ら
、
我
が
国
居

住
者
に
配
賦
さ
れ
た
損
失
の
取

扱
い
が
問
題
と
な
っ
た
デ
ラ
ウ

ェ
ア
州
Ｌ
Ｐ
Ｓ
事
件
で
は
、
最

高
裁
は
、
法
人
該
当
性
の
新
た

な
判
断
基
準
を
示
し
、
デ
ラ
ウ

ェ
ア
州
Ｌ
Ｐ
Ｓ
は
我
が
国
租
税

法
上
「
外
国
法
人
」
に
該
当
す

る
と
判
示
し
た
。

米
国
Ｌ
Ｐ
Ｓ
を「
外
国
法
人
」

と
し
て
取
り
扱
う
場
合
に
は
、

米
国
Ｌ
Ｐ
Ｓ
に
対
し
て
米
国
で

支
払
わ
れ
た
配
当
等
に
つ
い
て

二
重
課
税
は
生
ぜ
ず
、
日
米
条

約
の
特
典
は
適
用
さ
れ
な
い
こ

と
と
な
る
た
め
、
本
判
決
後
そ

の
適
用
関
係
が
関
心
を
呼
ん
で

い
た
が
、
国
税
庁
よ
り
、
平
成

29
年
2
月
、
米
国
Ｌ
Ｐ
Ｓ
を
通

じ
て
取
得
さ
れ
る
所
得
は
我
が

国
居
住
者
の
所
得
と
し
て
取
り

扱
い
、
日
米
条
約
の
特
典
を
享

受
す
る
資
格
を
有
す
る
と
す
る

旨
の
情
報
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
さ
れ
て
い
る
。

情
報
は
英
語
の
み
で
、
解
説

も
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ

の
位
置
付
け
の
評
価
は
難
し
い

も
の
の
、
米
国
Ｌ
Ｐ
Ｓ
を
通
じ

て
取
得
し
た
所
得
に
対
す
る

「
二
重
課
税
の
排
除
」
と
い
う

個
別
の
適
用
関
係
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
と
位
置
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
外
国

事
業
体
の
課
税
上
の
取
扱
い
に

関
し
て
は
、
そ
の
法
人
属
性
に

基
づ
い
て
一
律
に
課
税
関
係
を

律
す
る
よ
り
も
、
両
国
で
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
に
基
因
す
る
諸
問
題

が
生
じ
る
可
能
性
を
考
慮
し
た

上
で
、
適
用
規
定
の
趣
旨
や
目

的
を
踏
ま
え
て
解
釈
す
る
姿
勢

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す

る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

本
情
報
の
下
で
は
、
取
得
し

た
所
得
に
係
る
米
国
所
得
税
等

に
つ
い
て
は
外
国
税
額
控
除
制

度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

が
、
対
象
と
さ
れ
る
外
国
事
業

体
の
範
囲
等
に
つ
い
て
は
更
な

る
明
確
化
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

2
�
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
事
件

（
東
京
高
判
平
成
25
年
5
月
29
日
）

個
人
に
対
す
る
外
国
子
会
社

合
算
税
制
の
適
用
事
案
で
あ
る

レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
事
件
で

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
所
在
す

る
特
定
外
国
子
会
社
等
が
、
適

用
除
外
要
件
の
う
ち
の
実
体
基

準
及
び
管
理
支
配
基
準
を
満
た

す
か
否
か
、
ま
た
、
適
用
除
外

要
件
に
つ
い
て
の
主
張
立
証
責

任
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
で
あ

る
。東

京
高
裁
は
、「
実
務
で
は
、

国
に
外
国
子
会
社
合
算
税
制
の

適
用
除
外
要
件
を
充
足
し
て
い

な
い
こ
と
の
主
張
立
証
責
任
を

課
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。」
と
判
示
し
、
こ
れ
を

前
提
と
し
て
実
体
基
準
及
び
管

理
支
配
基
準
を
検
討
し
、
い
ず

れ
の
基
準
を
も
満
た
す
と
し
て

課
税
処
分
を
取
り
消
し
て
い

る
。本

判
決
の
適
用
除
外
要
件
の

主
張
立
証
責
任
に
関
す
る
判
示

に
つ
い
て
は
、
国
際
課
税
事
案

に
お
け
る
課
税
庁
の
情
報
入
手

の
困
難
性
に
基
因
す
る
「
情
報

の
非
対
称
性
」
か
ら
、
執
行
上

の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
、
平
成
29
年
度
の
外
国

子
会
社
合
算
税
制
の
改
正
に
お

い
て
、
同
税
制
の
実
効
性
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
税
務
当
局

が
求
め
た
場
合
に
、
外
国
関
係

会
社
が
経
済
活
動
基
準
を
満
た

す
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

等
の
提
出
又
は
提
示
が
な
い
時

に
は
、
経
済
活
動
基
準
を
満
た

さ
な
い
も
の
と
推
定
す
る
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

国
際
課
税
分
野
で
は
、
こ
れ

ま
で
も
主
張
立
証
責
任
の
配
分

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
政
府

税
制
調
査
会
等
で
も
問
題
提
起

さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
創
設
さ

れ
た
推
定
制
度
の
今
後
の
運
用

に
加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
規
定

の
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

3
�
ホ
ン
ダ
移
転
価
格
事
件

（
東
京
高
判
平
成
27
年
5
月
13
日
）

本
事
件
の
最
も
大
き
な
争
点

は
、
ホ
ン
ダ
社
の
子
会
社
等
が

ブ
ラ
ジ
ル
の
マ
ナ
ウ
ス
フ
リ
ー

ゾ
ー
ン
で
事
業
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
税
制
上
の
利
益
（
マ
ナ

ウ
ス
税
恩
典
利
益
）
を
享
受
し

て
多
額
の
利
益
を
得
て
お
り
、

課
税
庁
は
、
こ
の
利
益
は
ホ
ン

ダ
社
と
子
会
社
等
に
配
分
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
独
立
企
業
間
価
格
の
算

定
が
行
わ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。東

京
高
裁
は
、
残
余
利
益
分

割
法
の
適
用
上
、
比
較
対
象
法

人
の
利
益
指
標
に
基
づ
い
て
基

本
的
利
益
の
算
定
を
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
比
較
対
象
法
人

が
事
業
活
動
を
行
う
市
場
と
検

証
対
象
法
人
が
事
業
活
動
を
行

う
市
場
が
類
似
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
（
市
場
の
類
似
性
）
を

必
要
と
す
る
と
し
て
、
課
税
庁

が
採
用
す
る
基
本
的
利
益
の
算

定
方
法
を
排
斥
し
て
、
課
税
処

分
を
取
り
消
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
本
判
決
で
は
、
マ
ナ
ウ

ス
税
恩
典
利
益
に
つ
い
て
、
事

業
活
動
を
行
う
市
場
の
条
件
に

基
づ
く
も
の
で
、
基
本
的
利
益

と
し
て
国
外
関
連
者
で
あ
る
子

会
社
等
に
帰
属
す
る
も
の
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。

Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

受
け
て
改
訂
さ
れ
た
新
移
転
価

格
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
2
0
1
7

年
）
は
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ

ー
ビ
ン
グ
の
配
分
の
際
に
考
慮

す
べ
き
要
素
を
示
す
と
と
も

に
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ー
ビ

ン
グ
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
ロ

ー
カ
ル
市
場
に
比
較
対
象
取
引

・
企
業
が
あ
れ
ば
、
そ
の
比
較

対
象
が
最
も
信
頼
性
の
高
い
配

分
方
法
を
示
す
も
の
の
、
ロ
ー

カ
ル
市
場
に
比
較
対
象
が
な
い

場
合
に
は
、
関
連
者
の
機
能
・

リ
ス
ク
・
資
産
を
含
む
す
べ
て

の
事
実
と
状
況
に
基
づ
く
と
い

う
指
針
を
追
加
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
セ
ー
ビ
ン
グ
の
新
た
な
指
針

の
下
で
、
本
件
の
よ
う
な
税
制

上
の
恩
典
を
、
独
立
企
業
原
則

の
理
論
的
枠
組
み
の
中
で
ど
の

よ
う
に
位
置
付
け
る
か
と
い
う

視
点
が
今
後
は
必
要
と
考
え
ら

れ
る
。

4
�
日
本
ガ
イ
ダ
ン
ト
事
件

（
東
京
高
判
平
成
19
年
6
月
28
日
）

匿
名
組
合
契
約
に
対
す
る
租

税
条
約
の
適
用
に
つ
い
て
の
先

例
的
な
事
件
で
あ
る
日
本
ガ
イ

ダ
ン
ト
事
件
は
、
企
業
グ
ル
ー

プ
内
で
締
結
さ
れ
た
匿
名
組
合

契
約
に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
た

匿
名
組
合
分
配
金
の
課
税
上
の

取
扱
い
が
争
点
と
な
っ
た
事
案

で
あ
る
。
課
税
庁
は
、
匿
名
組

合
分
配
金
は
、
匿
名
組
合
員
た

る
オ
ラ
ン
ダ
法
人
が
我
が
国
に

有
す
る
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て

行
う
事
業
所
得
に
該
当
す
る
と

し
て
法
人
税
の
決
定
処
分
等
を

行
っ
た
が
、
東
京
高
裁
は
、
匿

名
組
合
契
約
の
法
的
性
格
に
基

づ
く
と
匿
名
組
合
で
は
、
匿
名

組
合
員
が
恒
久
的
施
設
を
通
じ

て
事
業
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
し
て
、
課
税
処
分
を

取
り
消
し
て
い
る
。

一
方
、
個
人
の
匿
名
組
合
員

が
受
け
取
る
利
益
分
配
金
の
所

得
区
分
が
争
点
と
な
っ
た
、
最

近
の
航
空
機
リ
ー
ス
事
業
匿
名

組
合
契
約
事
件
（
最
判
平
成
27

年
6
月
12
日
）
で
は
、
最
高
裁

は
、
個
人
の
匿
名
組
合
員
が
、

匿
名
組
合
契
約
に
基
づ
き
営
業

者
か
ら
受
け
る
分
配
金
は
、
原

則
と
し
て
雑
所
得
に
該
当
す
る

も
の
の
、
契
約
内
容
か
ら
匿
名

組
合
員
が
実
質
的
に
営
業
者
と

共
同
し
て
事
業
を
営
む
者
と
し

て
の
地
位
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
事
業
所
得
等

と
す
る
と
の
判
断
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

こ
の
最
高
裁
の
判
断
枠
組
み

を
国
際
課
税
に
照
ら
し
た
場

合
、
例
外
的
で
は
あ
る
も
の

の
、
非
居
住
の
匿
名
組
合
員

が
、
我
が
国
の
営
業
者
と
共
同

し
て
事
業
を
営
む
者
と
し
て
の

地
位
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
営
業
者
の
事
業
の

拠
点
は
匿
名
組
合
員
の
恒
久
的

施
設
を
構
成
す
る
も
の
と
解
さ

れ
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
匿
名

組
合
契
約
の
法
的
性
格
に
基
づ

く
と
匿
名
組
合
員
の
恒
久
的
施

設
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
と

す
る
日
本
ガ
イ
ダ
ン
ト
事
件
の

判
断
は
修
正
さ
れ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

5
�
デ
ン
ソ
ー
事
件

（
最
判
平
成
29
年
10
月
24
日
）

本
事
件
は
、
平
成
22
年
度
改

正
で
統
括
会
社
が
事
業
基
準
を

満
た
す
こ
と
と
さ
れ
る
前
の
事

案
で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

地
域
統
括
業
務
を
行
う
子
会
社

の
主
た
る
事
業
が
、
事
業
基
準

に
い
う
「
株
式
の
保
有
」
で
あ

る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

最
高
裁
は
、
地
域
統
括
業
務

は
株
式
の
保
有
に
包
含
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
の
判
断
を
示

し
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
子
会
社
の
行
っ
て
い
た
地

域
統
括
業
務
が
「
当
該
地
域
に

お
い
て
事
業
活
動
を
す
る
積
極

的
な
経
済
合
理
性
を
有
す
る
こ

と
」
を
挙
げ
て
い
る
。

外
国
子
会
社
合
算
税
制
に
お

け
る
適
用
除
外
要
件
は
、
経
済

合
理
性
を
業
種
に
即
し
て
具
体

化
し
た
も
の
と
し
て
創
設
さ

れ
、
そ
の
後
も
、
経
済
合
理
性

が
あ
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
適
用
除
外
要
件
の
中
で
累

次
見
直
さ
れ
、
平
成
29
年
度
改

正
に
お
い
て
も
、
航
空
機
リ
ー

ス
や
製
造
管
理
等
を
行
う
子
会

社
等
に
つ
い
て
、
経
済
活
動
基

準
の
中
で
見
直
し
が
行
わ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

適
用
除
外
要
件
を
巡
る
こ
れ

ま
で
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、

経
済
合
理
性
に
つ
い
て
は
適
用

除
外
要
件
の
中
で
判
断
す
べ
き

と
し
て
、
経
済
合
理
性
等
の
適

用
除
外
要
件
を
付
加
す
る
こ
と

の
不
明
確
さ
、
課
税
執
行
面
に

お
け
る
安
定
性
を
害
す
る
点
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
経
済
合

理
性
の
有
無
を
重
視
す
る
最
高

裁
の
本
判
決
が
、
今
後
の
同
税

制
の
解
釈
適
用
へ
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
か
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

近
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背

景
と
し
て
、
国
際
課
税
に
係
る

裁
判
例
、
税
制
改
正
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
報
告
書
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
当
局
の
情
報
等
が
急
速
に

展
開
し
て
き
て
い
る
。
本
稿
で

考
察
し
た
5
つ
の
国
際
課
税
事

案
が
示
す
よ
う
に
、
裁
判
例
、

税
制
改
正
等
、
行
政
解
釈
等
の

相
互
の
関
係
に
つ
い
て
俯
瞰
す

る
こ
と
が
、
今
後
実
務
に
お
い

て
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
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